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要   旨：    

本研究の目的は、フェノール化合物が高いオリーブ油がヒトで酸化／抗酸化状

態に影響するかを評価することであった。 

健康な男性(n=12)がダブルブラインド、ランダム、クロスオーバー研究に参加

し、そこで低、中、および高フェノール含量の 3種類のオリーブ油が加工せずに

(25mL/日)４日間連続して与えられ、10日間のウオッシュアウト期間が先行した。 

ボランティアは、介入期間の 3日前および期間中に厳格な超低－抗酸化物食事

に従った。 

オリーブ油の短期間摂取は投与したオリーブ油のフェノール含量に用量依存し

て、血漿の酸化 LDL、ミトコンドリアDNAおよび尿の 8-オキソ-dG、尿のマロ

ンジアルデヒドを低下させ(P<0.05、線形傾向)、そしてHDLコレステロールおよ

びグルタチオンペルオキシダーゼ活性を増加させた(P<0.05、線形傾向)。 

投与後(25mL)4日で、中および高フェノール含量では酸化 LDL、高フェノール

含量では 8-オキソ-dGが食後状態の男性で低下した(P<0.05)。 

血漿中のフェノール化合物は、1、2、4および 6時間の間にオリーブ油のフェ

ノール含量に用量依存して増加した(P<0.01)。 

オリーブ油の短期摂取後に血漿および尿のサンプル中で、その濃度は用量依存

して増加した(P<0.01)。 

結論として、オリーブ油のフェノール含量は超低－抗酸化物食事を摂取した 

男性の酸化／抗酸化状態を調節した。 
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